
東京都立葛飾総合高等学校　令和２年度　○数学Ⅰ○　年間授業計画

教科：（ 数学  ）科目：（ 数学Ⅰ ） 　対象：（第１学年A組～F組）　　

教科担当者：（AB組：岩城勝裕　㊞ 渡邉一明㊞　出嶋いつか㊞）（CD組：岩城勝裕　㊞ 渡邉一明㊞　出嶋いつか㊞）（EF組：岩城勝裕　㊞ 渡邉一明㊞　出嶋いつか㊞）

使用教科書：実教出版「新版　数学Ⅰ」

使用教材：実教出版「スパイラル　数学Ⅰ+Ａ」

4月 0

５月 0

９
月

予定時数

5

１
０
月

２章
「２次関数」
１節　２次関数とそのグラフ
①関数とグラフ②２次関数のグラフ ・関数とそのグラフについて理解を深め、２次関数のグラフがかけるようにする。

・数と式、２次関数、図形
と計量及びデータの分析に
おける考え方に関心を持つ
とともに、数学のよさを認
識し、それらを事象の考察
に活用することができ、数
学的な見方や考え方を身に
つけている。
・定期考査の成績に学習状
態を加味して評価する。
・学習状態には小テスト・
課題レポート・ノート提
出・授業態度・出席状況等
が含まれる。
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・数と式、２次関数、図形
と計量及びデータの分析に
おける考え方に関心を持つ
とともに、数学のよさを認
識し、それらを事象の考察
に活用することができ、数
学的な見方や考え方を身に
つけている。
・定期考査の成績に学習状
態を加味して評価する。
・学習状態には小テスト・
課題レポート・ノート提
出・授業態度・出席状況等
が含まれる。

5４章
「集合と命題」
１節　集合と論証
①集合 ②命題と条件 ③逆・裏・対偶

・集合に関する基本的な事項を理解し、具体的な事象について考察する。
・必要条件・十分条件などを学習し、論理的な思考力を伸ばす。

・数と式、２次関数、図形
と計量及びデータの分析に
おける考え方に関心を持つ
とともに、数学のよさを認
識し、それらを事象の考察
に活用することができ、数
学的な見方や考え方を身に
つけている。
・定期考査の成績に学習状
態を加味して評価する。
・学習状態には小テスト・
課題レポート・ノート提
出・授業態度・出席状況等
が含まれる。

１章
「数と式」
２節　実数
①実数 ②根号を含む式の計算 ・数を実数まで拡張し、実数の概念や平方根を含む計算の基本的な考え方について理解する。

４章
「集合と命題」
１節　集合と論証
①集合 ②命題と条件 ③逆・裏・対偶

・集合に関する基本的な事項を理解し、具体的な事象について考察する。
・必要条件・十分条件などを学習し、論理的な思考力を伸ばす。

１章
「数と式」
３節　１次不等式
①不等号と不等式 ②不等式の性質 ③１次不等式

・不等式とその解の意味を理解し、１次不等式の解法に習熟し、大小に関する身近な問題の解決に活用できるようにする。
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・数を実数まで拡張し、実数の概念や平方根を含む計算の基本的な考え方について理解する。

・数と式、２次関数、図形
と計量及びデータの分析に
おける考え方に関心を持つ
とともに、数学のよさを認
識し、それらを事象の考察
に活用することができ、数
学的な見方や考え方を身に
つけている。
・定期考査の成績に学習状
態を加味して評価する。
・学習状態には小テスト・
課題レポート・ノート提
出・授業態度・出席状況等
が含まれる。

9

６
月

７
月

１章
「数と式」

１節　式の計算
①整式の加法・減法 ②整式の乗法 ③因数分解

・整式の加法・減法・乗法、因数分解について理解を深め、公式を利用して整式の展開や因数分解を能率よく計算できるようにする。

１章
「数と式」
２節　実数
①実数 ②根号を含む式の計算

・整式の加法・減法・乗法、因数分解について理解を深め、公式を利用して整式の展開や因数分解を能率よく計算できるようにする。

・数と式、２次関数、図形
と計量及びデータの分析に
おける考え方に関心を持つ
とともに、数学のよさを認
識し、それらを事象の考察
に活用することができ、数
学的な見方や考え方を身に
つけている。
・定期考査の成績に学習状
態を加味して評価する。
・学習状態には小テスト・
課題レポート・ノート提
出・授業態度・出席状況等
が含まれる。

１章
「数と式」

１節　式の計算
①整式の加法・減法 ②整式の乗法 ③因数分解

指導内容
【年間授業計画】

○数学Ⅰ○の具体的な指導目標
【年間授業計画】

評価の観点・方法



予定時数
指導内容
【年間授業計画】

○数学Ⅰ○の具体的な指導目標
【年間授業計画】

評価の観点・方法

2
月

4

・数と式、２次関数、図形
と計量及びデータの分析に
おける考え方に関心を持つ
とともに、数学のよさを認
識し、それらを事象の考察
に活用することができ、数
学的な見方や考え方を身に
つけている。
・定期考査の成績に学習状
態を加味して評価する。
・学習状態には小テスト・
課題レポート・ノート提
出・授業態度・出席状況等
が含まれる。

・数と式、２次関数、図形
と計量及びデータの分析に
おける考え方に関心を持つ
とともに、数学のよさを認
識し、それらを事象の考察
に活用することができ、数
学的な見方や考え方を身に
つけている。
・定期考査の成績に学習状
態を加味して評価する。
・学習状態には小テスト・
課題レポート・ノート提
出・授業態度・出席状況等

・数と式、２次関数、図形
と計量及びデータの分析に
おける考え方に関心を持つ
とともに、数学のよさを認
識し、それらを事象の考察
に活用することができ、数
学的な見方や考え方を身に
つけている。
・定期考査の成績に学習状
態を加味して評価する。
・学習状態には小テスト・
課題レポート・ノート提
出・授業態度・出席状況等
が含まれる。

12

12

１
２
月

３章
「図形と計量」
１節  三角比
①三角比　②三角比の性質 ・三角比の概念を導入し、鈍角までの三角比の相互関係について理解を深める。

・数と式、２次関数、図形
と計量及びデータの分析に
おける考え方に関心を持つ
とともに、数学のよさを認
識し、それらを事象の考察
に活用することができ、数
学的な見方や考え方を身に
つけている。
・定期考査の成績に学習状
態を加味して評価する。
・学習状態には小テスト・
課題レポート・ノート提
出・授業態度・出席状況等
が含まれる。

１
１
月

３章
「２次関数」
１節　２次関数とそのグラフ
③２次関数の最大・最小 ④２次関数の決定
２節　２次方程式と２次不等式
①２次関数のグラフと２次方程式 ②２次関数のグラフ
と２次不等式

・２次関数の最大・最小について理解を深め、最大値や最小値を求める具体的な問題の解決に活用できるようにする。

1
月

４章
「図形と計量」
１節  三角比
①三角比　②三角比の性質　③三角比の拡張
２節　三角比と図形の計量
①正弦定理　②余弦定理 ③三角形の面積

・三角比を用いた様々な公式を学習し、それらを用いて平面、空間図形の辺、角を求める。

３章
「図形と計量」
２節　三角比と図形の計量
①正弦定理　②余弦定理 ③三角形の面積　④空間図形
の計量

・三角比を用いた様々な公式を学習し、それらを用いて平面、空間図形の辺、角を求める。
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５章
１節　「データの分析」
①データの整理　②代表値
③四分位数と四分位範囲
④分散と標準偏差 ⑤相関関係

4・数と式、２次関数、図形
と計量及びデータの分析に
おける考え方に関心を持つ
とともに、数学のよさを認
識し、それらを事象の考察
に活用することができ、数
学的な見方や考え方を身に
つけている。
・定期考査の成績に学習状
態を加味して評価する。
・学習状態には小テスト・
課題レポート・ノート提
出・授業態度・出席状況等
が含まれる。

３
月

５章
１節　「データの分析」
①データの整理　②代表値
③四分位数と四分位範囲
④分散と標準偏差 ⑤相関関係

・中学校で学習した代表値を復習し、データの散らばりの様子をとらえる分散、標準偏差を理解する。

・中学校で学習した代表値を復習し、データの散らばりの様子をとらえる分散、標準偏差を理解する。

・数と式、２次関数、図形
と計量及びデータの分析に
おける考え方に関心を持つ
とともに、数学のよさを認
識し、それらを事象の考察
に活用することができ、数
学的な見方や考え方を身に
つけている。
・定期考査の成績に学習状
態を加味して評価する。
・学習状態には小テスト・
課題レポート・ノート提
出・授業態度・出席状況等
が含まれる。

3


